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儐
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儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐

儔儐儐儐儐儐儐儐儐

儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐

儕儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐

儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐

ら
い
と
い
っ
た
問
題
に
加
え
、

現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
リ
ス

ク
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
性
が

あ
る
。
働
き
方
改
革
に
対
応
す

る
観
点
か
ら
も
オ
ン
ラ
イ
ン
見

積
り
を
推
進
し
て
い
く
方
針

だ
。

（
沢
田
顕
嗣
）

う
。オ

ン
ラ
イ
ン
見
積
り
の
利
用

者
数
は
２
月
実
績
で
半
数
近
く

を
記
録
。
一
方
、
訪
問
に
よ
る

見
積
も
り
は
時
間
的
な
制
約
、

他
人
を
自
宅
に
入
れ
る
こ
と
へ

の
抵
抗
感
、
対
面
だ
と
断
り
づ

訪
問
の
３
通
り
の
手
法
で
対

応
。
新
た
な
見
積
も
り
サ
ー
ビ

ス
を
追
加
し
た
こ
と
で
、
顧
客

の
利
便
性
を
更
に
向
上
さ
せ

る
。利

用
者
は
家
財
道
具
な
ど
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）

で
撮
る
と
見
積
り
が
送
ら
れ
て

く
る
の
で
、
引
っ
越
し
に
要
す

る
料
金
を
簡
単
・
迅
速
に
把
握

す
る
こ
と
が
可
能
。
同
社
が
蓄

積
し
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
豊
富

な
経
験
を
生
か
し
、
訪
問
す
る

場
合
と
遜
色
の
な
い
正
確
な
見

積
も
り
を
算
出
で
き
る
と
い

引
越
事
業
を
展
開
す
る
ア
ッ

プ
ル
（
文
字
放
想
社
長
、
東
京

都
中
央
区
）
は
７
日
、
対
話
ア

プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
の
ビ
デ
オ

通
話
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

見
積
り
を
ス
タ
ー
ト
し
た
、
と

発
表
し
た
。
ま
ず
は
東
海
エ
リ

ア
で
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
対

象
エ
リ
ア
を
順
次
拡
大
し
て
い

く
。同

社
は
こ
れ
ま
で
見
積
り
・

引
越
予
約
の
問
い
合
わ
せ
に
対

し
、
ラ
ク
ニ
コ
ス
（
24
時
間
３

６
５
日
の
ウ
ェ
ブ
見
積
り
＆
引

越
予
約
シ
ス
テ
ム
）
、
電
話
、

行
役
員
制
度
を
６
月
19
日
か
ら

導
入
す
る
、
と
発
表
し
た
。
経

営
に
関
す
る
決
定
・
監
督
の
機

能
と
業
務
執
行
の
機
能
を
分
離

し
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン

ス
（
企
業
統
治
）
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
経
営
の
機
動
力
を

高
め
る
の
が
狙
い
。

（
吉
田
英
行
）

係
の
宅
配
需
要
の
増
加
な
ど
に

よ
り
、
売
上
高
が
３
・
３
％
増

の
２
５
１
億
３
３
０
０
万
円
と

伸
び
、
、
営
業
利
益
は
29
・
３

％
増
の
８
億
３
千
万
円
と
大
幅

に
ア
ッ
プ
し
た
。（

吉
田
英
行
）

執
行
役
員
制
を
導
入

ア
ル
プ
ス
物
流
は
８
日
、
執

田
隆
社
長
、
埼
玉
県
草
加
市
）

が
手
掛
け
る
消
費
物
流
は
、
化

粧
品
関
係
の
商
品
セ
ン
タ
ー
業

務
の
拡
大
、
生
活
協
同
組
合
関

に
よ
る
工
場
の
操
業
停
止
も
影

響
し
、
セ
グ
メ
ン
ト
売
上
高
は

３
・
４
％
減
の
５
１
４
億
円
、

営
業
利
益
は
19
・
６
％
減
の
26

億
９
６
０
０
万
円
と
落
ち
込
ん

だ
。電

子
デ
バ
イ
ス
な
ど
の
商
品

販
売
事
業
も
、
米
国
や
中
国
で

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）

向
け
や
車
載
関
連
向
け
の
需
要

が
減
っ
た
ほ
か
、
現
地
調
達
化

も
進
み
、
売
上
高
が
11
・
７
％

減
の
２
４
２
億
７
０
０
万
円
、

営
業
利
益
は
18
・
４
％
減
の
５

億
９
１
０
０
万
円
と
振
る
わ
な

か
っ
た
。

一
方
、
流
通
サ
ー
ビ
ス
（
神

ア
ル
プ
ス
物
流
が
８
日
発
表

し
た
２
０
２
０
年
３
月
期
の
連

結
経
常
利
益
は
、
前
の
期
比
19

・
５
％
減
の
38
億
８
６
０
０
万

円
、
売
上
高
は
４
・
０
％
減
の

１
０
０
７
億
４
１
０
０
万
円
だ

っ
た
。
米
中
貿
易
摩
擦
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

伴
う
工
場
の
操
業
停
止
が
響
い

た
。営

業
利
益
は
12
・
８
％
減
の

41
億
１
８
０
０
万
円
、
純
利
益

が
４
・
４
％
減
の
23
億
８
９
０

０
万
円
の
減
収
減
益
と
な
っ

た
。主

力
の
電
子
部
品
物
流
で

は
、
国
内
外
で
新
規
顧
客
の
獲

得
に
取
り
組
ん
だ
も
の
の
、
米

中
貿
易
摩
擦
な
ど
で
電
子
部
品

全
体
の
荷
動
き
が
減
少
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

と
み
ら
れ
る
。

外
食
は
32
・
６
％
減
。
家
具

・
家
事
用
品
は
２･

３
％
減
で


家
庭
用
耐
久
財
、
冷
暖
房
用
器

具
、
室
内
装
備
・
装
飾
品
、
寝

具
類
で
大
き
く
減
っ
た
。

被
服
及
び
履
物
は
26
・
１
％

減
。
洋
服
、
シ
ャ
ツ
・
セ
ー
タ

ー
類
、
下
着
類
で
大
き
く
落
ち

込
ん
だ
。

一
方
、
外
食
を
除
く
食
料
は

お
お
む
ね
伸
び
た
。
穀
類
９
・

５
％
増
、
魚
介
類
４･

７
％
増


肉
類
10
・
３
％
増
、
乳
卵
類
９

・
１
％
増
野
菜
・
海
藻
６･

３

％
増
果
物
５
・
７
％
増
油
脂

・
調
味
料
12
・
５
％
増
、
飲
料

５
・
４
％
増
。
酒
類
は
８
・
２

％
増
だ
っ
た
。
（
辻
本
亮
平
）

る
穀
類
、
魚
介
類
、
肉
類
、
乳

卵
類
、
青
果
、
飲
料
な
ど
は
増

え
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
が
個
人
の
消
費
を
抑
制
す

る
一
方
外
出
自
粛
に
よ
る｢

巣

ご
も
り
需
要
」
を
生
ん
だ
も
の

総
務
省
が
８
日
発
表
し
た
３

月
の
家
計
調
査
報
告
に
よ
る

と
、
２
人
以
上
の
世
帯
の
消
費

支
出
は
１
世
帯
当
た
り
前
年
同

月
比
６
・
０
％
減
と
な
り
、
外

食
や
家
具
、
衣
類
が
大
き
く
減

っ
た
。
一
方
、
家
庭
で
消
費
す

同
日
公
表
し
た
20
年
４
月
の

売
上
高
（
速
報
値
、
単
体)

は


１
１
４
億
１
６
０
０
万
円
（
前

年
同
月
比
３
・
１
％
減
）
で
、

地
区
別
で
は
北
海
道･

東
北(

３

・
０
％
増
）
、
九
州･

沖
縄(

３

・
３
％
増)

が
実
績
を
ク
リ
ア


こ
れ
に
対
し
、
関
東
（
４
・
８

％
減
）
、
中
部
・
東
海
（
４
・

８
％
減)

近
畿(

７･

２
％
減)



中
国･

四
国(

３･

４
％
減)

は
減

少
し
て
い
る


(

小
菓
史
和)

表
す
る
。

20
年
３
月
期
の
連
結
決
算

は
、
売
上
高
が
前
の
期
比
４
・

８
％
増
の
１
０
０
８
億
５
９
０

０
万
円
、
経
常
利
益
１
・
５
％

増
の
１
１
５
億
２
７
０
０
万

円
、
純
利
益
は
22
・
４
％
増
の

89
憶
５
１
０
０
万
円
だ
っ
た
も

の
の
、
「
第
４
四
半
期
に
お
い

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
り
、
非
常
に
厳
し
い
経
営
環

境
に
一
変
し
た
」
と
分
析
。

に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
の
収
束
が
見
通
せ
な
い

中
、
業
績
に
与
え
る
不
確
定
要

素
は
大
き
く
、
現
時
点
で
影
響

額
の
算
定
も
困
難
で
あ
る
た

め
、
単
体
、
連
結
と
も
に
未
定

と
し
た
。
今
後
、
開
示
が
可
能

と
な
っ
た
段
階
で
速
や
か
に
発

サ
カ
イ
引
越
セ
ン
タ
ー
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
伴
い
、
２
０
２
０
年
３
月

期
の
決
算
開
示
に
合
わ
せ
て
行

う
21
年
３
月
期
の
業
績
予
想
の

発
表
を
見
送
っ
た
。

７
日
に
開
示
し
た
決
算
短
信

で
、
21
年
３
月
期
の
業
績
予
想

Ｏ
、
同
）
、
両
備
グ
レ
ー
ス
タ

ク
シ
ー
（
安
村
由
季
社
長
、
中

区
）
で
、
対
象
車
両
数
は
計
４

９
１
台
。
岡
山
市
と
倉
敷
市
の

配
車
セ
ン
タ
ー
を
受
付
窓
口
と

し
て
、
飲
食
店
や
ホ
テ
ル
か
ら

注
文
を
受
け
、
タ
ク
シ
ー
が
直

接
、
料
理
を
受
け
取
っ
て
消
費

者
に
配
達
。
料
金
は
距
離
に
応

じ
て
算
出
し
、
３
㌔
ま
で
が
千

円
、
３
～
５
㌔
１
５
０
０
円
、

５
～
７
㌔
２
千
円
、
７
～
10
㌔

３
千
円
。

（
江
藤
和
博
）

建
部
町
・
東
区
瀬
戸
町
を
除

く
）
、
倉
敷
市
、
総
社
市
。

３
社
は
岡
山
交
通
（
土
江
富

雄
代
表
取
締
役
兼
Ｃ
Ｏ
Ｏ
＝
最

高
執
行
責
任
者
、
岡
山
市
南

区
）
岡
山
両
備
タ
ク
シ
ー(

大

木
義
正
代
表
取
締
役
兼
Ｃ
Ｏ

責
任
者
）
は
４
月
30
日
、
グ
ル

ー
プ
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
３
社

が
28
日
か
ら
有
償
貨
物
運
送
サ

ー
ビ
ス
を
始
め
た
、
と
発
表
し

た
。期

間
は
５
月
13
日
ま
で
で
、

対
象
エ
リ
ア
は
岡
山
市
（
北
区

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
を
踏
ま
え
た
、
タ

ク
シ
ー
事
業
者
に
よ
る
有
償
貨

物
運
送
を
特
例
的
に
認
め
る
国

土
交
通
省
の
特
例
措
置
を
受

け
、
両
備
グ
ル
ー
プ
（
小
嶋
光

信
代
表
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
＝
最
高
経
営

対
象
期
間
延
長
が
決
定
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
見
通
し

は
不
透
明
な
状
況
だ
。

（
辻
本
亮
平
）

凍
魚
類
、
塩
干
加
工
品
は
、
そ

れ
ぞ
れ
１
割
減
、
13
％
減
と
な

っ
て
い
る
。

総
取
扱
数
量
は
前
週
比
で
５

％
増
だ
が
、
緊
急
事
態
宣
言
の

表
れ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。

豊
洲
市
場
の
水
産
物
の
週
間

市
況
を
み
る
と
、
４
月
26
日
～

５
月
２
日
は
鮮
魚
類
の
取
扱
数

量
が
前
年
同
期
比
28
％
減
。
冷

生
時
と
比
較
し
て
「
当
時
も
貨

物
量
へ
の
影
響
は
あ
っ
た
が
、

地
域
が
限
定
さ
れ
て
い
た
。
今

回
の
新
型
コ
ロ
ナ
は
地
域
に
関

係
な
く
、
よ
り
大
き
な
影
響
が

も
の
の
、
比
較
的
小
幅
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
花
き
に

つ
い
て
は
１
割
超
程
度
の
減
少

と
い
う
。

ま
た
、
同
社
で
は
航
空
貨
物

配
送
を
手
掛
け
て
お
り
、
航
空

会
社
の
減
便
に
伴
っ
て
取
扱
量

が
４
月
に
６
～
７
割
減
少
。
航

空
貨
物
配
送
で
は
高
級
品
の
ウ

ニ
や
マ
グ
ロ
を
取
り
扱
う
が
、

こ
の
需
要
が
見
込
め
な
い
こ
と

も
影
響
し
て
い
る
と
み
ら
れ

る
。永

井
氏
は
東
日
本
大
震
災
発

で
推
移
。
た
だ
、
４
月
に
入
っ

て
か
ら
は
３
割
減
と
大
き
く
落

ち
込
ん
だ
。
ス
ー
パ
ー
な
ど
量

販
店
向
け
の
貨
物
は
３
、
４
の

両
月
と
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

前
も
ほ
ぼ
例
年
並
み
だ
っ
た

が
、
卸
売
業
者
や
他
の
市
場
へ

の
貨
物
量
は
減
っ
て
い
る
。

特
に
影
響
が
大
き
い
の
は
生

の
水
産
物
。
緊
急
事
態
宣
言
の

発
令
で
多
く
の
飲
食
店
が
営
業

を
自
粛
し
て
お
り
、
こ
の
影
響

が
表
れ
た
形
だ
。
一
方
、
青
果

物
は
一
定
の
減
少
は
み
ら
れ
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
で
、
豊
洲
市
場
の
生
鮮
品

の
物
量
に
落
ち
込
み
が
み
ら
れ

て
い
る
。
市
場
内
に
本
社
を
置

き
、
水
産
、
青
果
、
花
き
と
幅

広
い
貨
物
を
取
り
扱
う
永
井

（
永
井
洋
司
社
長
、
東
京
都
江

東
区
）
で
は
、
緊
急
事
態
宣
言

の
発
令
以
後
、
貨
物
取
扱
量
が

前
年
同
期
と
比
べ
約
３
割
減

少
。
特
に
生
の
水
産
物
で
落
ち

込
み
が
激
し
い
と
い
う
。

同
社
で
は
３
月
ま
で
は
貨
物

取
扱
量
が
お
お
む
ね
例
年
並
み

営
業
本
部
の
小
澤
宙
通
副
本

部
長
は
「
言
葉
で
は
伝
わ
り
に

く
い
中
継
輸
送
サ
ー
ビ
ス
だ

が
、
動
画
を
見
て
も
ら
う
こ
と

で
理
解
し
や
す
く
な
る
。
各
方

面
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く

な
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

（
奥
出
和
彦
）

こ
う
し
た
営
業
戦
略
が
実

り
、
既
に
千
葉
県
に
あ
る
化
学

品
メ
ー
カ
ー
の
製
品
の
取
り
扱

い
を
開
始
。
今
夏
か
ら
は
、
滋

賀
県
の
家
電
メ
ー
カ
ー
の
製
品

の
取
り
扱
い
を
本
格
化
さ
せ
る

な
ど
、
成
果
が
上
が
り
始
め
て

い
る
。

道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に

近
い
倉
庫
を
利
用
す
る
リ
レ
ー

輸
送
、
貨
物
積
み
替
え
、
保
管

型
中
継
な
ど
様
々
な
方
式
を
提

示
。
長
時
間
労
働
と
ド
ラ
イ
バ

ー
不
足
の
解
消
に
向
け
た
、
効

率
的
な
物
流
が
可
能
と
な
る
サ

ー
ビ
ス
を
提
案
し
て
い
る
。

状
に
つ
い
て
解
説
。
関
東
と
関

西
の
中
間
地
点
で
あ
る
静
岡
県

西
部
地
区
の
、
同
社
の
複
数
の

倉
庫
拠
点
を
生
か
し
た
取
り
組

み
を
紹
介
し
て
い
る
。

新
東
名
高
速
道
路
の
浜
松
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア

に
隣
接
す
る
、

同
社
運
営
の
中

継
輸
送
拠
点

「
コ
ネ
ク
ト
エ

リ
ア
浜
松
」
を

活
用
し
、
ド
ラ

イ
バ
ー
交
代
や

ス
ワ
ッ
プ
ボ
デ

ィ
ー
・
ト
レ
ー

ラ
方
式
、
高
速

分
程
度
で
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
冒
頭
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

が
将
来
的
に
加
速
し
て
い
く
状

況
下
で
、
効
率
化
と
魅
力
あ
る

職
場
環
境
の
創
出
に
取
り
組
ま

ざ
る
を
得
な
い
物
流
業
界
の
現

遠
州
ト
ラ
ッ
ク
は
、
静
岡
県

西
部
地
区
に
保
有
す
る
倉
庫
を

活
用
し
た
中
継
輸
送
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
、
動
画
を
使
っ
た
説

明
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
営
業

を
強
化
し
て
い
る
。
営
業
担
当

者
が
サ
ー
ビ
ス
名
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
の
入
っ
た
専
用
の
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ

モ
リ
ー
に
入
れ
て
持
ち
歩
き
、

顧
客
に
配
布
し
て
視
聴
を
勧
め

て
い
る
。

動
画
は
２
０
１
９
年
末
ま
で

に
制
作
。
中
継
輸
送
サ
ー
ビ
ス

の
名
称
は
「
ｅ
―
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ

ｅ
（
イ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
」
。
動

画
の
内
容
は
「
つ
な
ぐ
、
つ
な

が
る
、
乗
り
換
え
る
、
日
本
の

真
中
で
ｅ
―
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
７

方
、
設
備
工
事
で
は
、
国
内
で

の
大
型
環
境
関
連
工
事
や
公
共

施
設
の
土
建
工
事
の
獲
得
に
加

え
、
海
外
で
も
追
加
工
事
な
ど

が
増
加
。
セ
グ
メ
ン
ト
売
上
高

は
、
０
・
２
％
増
の
２
５
８
３

億
８
４
０
０
万
円
、
営
業
利
益

は
０
・
６
％
増
の
２
７
３
億
６

９
０
０
万
円
だ
っ
た
。

21
年
３
月
期
の
業
績
予
想

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
合
理
的
な
算
定
が
困
難

な
こ
と
か
ら
未
定
と
し
た
。

（
高
清
水
彩
）

ィ
ク
ス
）
事
業
で
は
、
国
内
や

東
南
ア
ジ
ア
で
の
化
成
品
や
消

費
財
の
取
り
扱
い
が
増
え
、
輸

送
効
率
と
単
価
が
改
善
し
た
。

こ
れ
ら
物
流
事
業
の
セ
グ
メ
ン

ト
売
上
高
は
１
・
８
％
減
の
２

８
３
９
億
３
２
０
０
万
円
、
営

業
利
益
は
７
・
２
％
増
の
１
０

８
億
４
９
０
０
万
円
と
な
っ

た
。機

工
事
業
で
は
、
保
全
作
業

で
国
内
外
の
大
型
定
期
修
理
工

事
が
好
調
だ
っ
た
前
の
期
を
上

回
る
こ
と
が
で
き
ず
減
収
。
一

港
湾
事
業
は
中
国
航
路
の
コ

ン
テ
ナ
取
扱
量
や
機
械
梱
包
作

業
等
が
減
少
し
た
も
の
の
、
港

頭
倉
庫
で
の
保
管
・
荷
役
作
業

が
増
加
。
国
際
物
流
事
業
は
、

中
国
で
の
国
際
貨
物
の
取
扱
量

が
落
ち
込
ん
だ
。
３
Ｐ
Ｌ
（
サ

ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ー
・
ロ
ジ
ス
テ

と
な
っ
た
も
の
の
、
物
流
事
業

で
の
消
費
財
輸
送
の
効
率
化
や

単
価
の
改
善
が
寄
与
し
、
経
常

利
益
が
２
・
４
％
増
の
４
０
１

億
１
９
０
０
万
円
を
確
保
し

た
。
純
利
益
は
６
・
７
％
減
の

２
５
６
億
１
９
０
０
万
円
だ
っ

た
。

山
九
が
11
日
発
表
し
た
２
０

２
０
年
３
月
期
の
連
結
営
業
利

益
は
、
前
の
期
比
２
・
９
％
増

の
４
０
３
億
７
４
０
０
万
円
だ

っ
た
。
売
上
高
は
０
・
５
％
減

の
５
６
９
４
億
６
１
０
０
万
円

混
載
事
業
を
中
心
に
、
輸
送

コ
ス
ト
に
応
じ
た
運
賃
改
定
交

渉
を
継
続
。
グ
ル
ー
プ
の
営
業

情
報
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
名

鉄
運
輸
グ
ル
ー
プ
オ
フ
ィ
ス

（
東
京
都
中
央
区)

の
開
設
や


３
Ｐ
Ｌ
（
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ー

・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
）
に
特
化

し
た
営
業
推
進
部
の
設
置
で
新

規
荷
主
獲
得
を
進
め
た
。

更
に
19
年
10
月
に
は
、
奈
良

大
和
支
店
（
奈
良
県
安
堵
町
）

を
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
積
極
的

な
営
業
展
開
を
図
っ
た
も
の

の
、
消
費
増
税
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る

景
気
悪
化
の
影
響
で
、
取
扱
量

が
減
少
し
た
。

21
年
３
月
期
の
業
績
予
想

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の

影
響
で
合
理
的
な
算
出
が
困
難

な
こ
と
か
ら
未
定
と
し
た
。

（
奥
出
和
彦
）

経
常
利
益
は
３
・
４
％
減
の

48
億
５
千
万
円
と
減
少
。
純
利

益
は
固
定
資
産
売
却
損
益
が
消

滅
し
た
こ
と
に
よ
り
、
４
・
１

％
増
の
30
億
４
８
０
０
万
円
と

な
っ
た
。

１
７
０
億
５
３
０
０
万
円
と
な

っ
た
。
営
業
利
益
は
、
働
き
方

改
革
推
進
に
よ
る
人
件
費
や
、

償
却
費
の
増
加
な
ど
が
響
き
、

３
・
６
％
減
の
47
億
１
８
０
０

万
円
だ
っ
た
。

名
鉄
運
輸
が
11
日
発
表
し
た

２
０
２
０
年
３
月
期
の
連
結
売

上
高
は
、
取
扱
量
の
減
少
が
あ

っ
た
も
の
の
、
運
賃
交
渉
を
進

め
て
単
価
上
昇
に
努
め
た
こ
と

で
前
の
期
比
１
・
０
％
増
の
１

17
年
12
月
に
、
し
ま
ん
と
物

流
（
同
社
長
、
岡
山
県
倉
敷

市
）
を
合
併
し
た
ト
ー
タ
ル
運

輸
に
と
っ
て
、
間

瀬
運
送
は
２
社
目

の
Ｍ
＆
Ａ
（
合
併

・
買
収
）
。
今
後

は
四
国
（
香
川
・

愛
媛
県
）
、
東
北

（
宮
城
県
）
で
も

Ｍ
＆
Ａ
に
取
り
組

む
。山

口
専
務
は

「
愛
知
を
中
心
と

す
る
中
京
地
区
の

市
場
は
大
き
く
、

拠
点
の
設
置
は
以

前
か
ら
の
懸
案
だ

っ
た
。
こ
れ
を
足

掛
か
り
に
輸
送
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
更

に
拡
大
し
、
顧
客

に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

で
質
の
高
い
物
流

サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

す
る
こ
と
で
、
改
善
基
準
告
示

を
よ
り
順
守
で
き
る
体
制
が
整

う
。

営
業
所
網
の
拡
大
を
進
め
て
お

り
、
将
来
は
ト
ー
タ
ル
企
画
の

営
業
所
も
開
設
し
て
規
模
拡
大

を
目
指
す
。

ト
ー
タ
ル
運
輸
は
２
０
０
３

年
10
月
の
設
立
か
ら
積
極
的
な

拠
点
拡
大
を
進
め
、
現
在
は
北

海
道
、
埼
玉
、
東
京
、
神
奈

川
、
兵
庫
、
岡
山
、
広
島
、
福

岡
、
熊
本
の
９
都
道
県
に
営
業

拠
点
を
持
つ
。
愛
知
営
業
所
は

関
東
・
中
国
地
区
か
ら
ほ
ぼ
中

間
に
位
置
し
て
お
り
、
こ
こ
を

拠
点
に
し
た
中
継
輸
送
を
拡
充

業
予
定
だ
っ
た
が
、
現
地
で
の

人
材
確
保
が
順
調
で
、
７
、
８

台
で
の
ス
タ
ー
ト
に
な
る
見
込

み
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の

ト
ー
タ
ル
企
画
（
二
村
社
長
、

札
幌
市
北
区
）
が
ト
ー
タ
ル
運

輸
の
営
業
所
に
併
設
す
る
形
で

か
ら
機
械
類
、
重
量
物
な
ど
を

扱
う
。
社
長
は
ト
ー
タ
ル
運
輸

の
二
村
社
長
、
専
務
は
同
社
の

山
口
寛
人
専
務
が
兼
務
す
る
。

間
瀬
運
送
内
に
開
設
す
る
愛

知
営
業
所
は
当
初
、
大
型
ウ
ィ

ン
グ
車
を
中
心
に
５
台
で
の
開

間
瀬
運
送
は
１
９
６
３
年
６

月
設
立
で
、
資
本
金
３
０
０
万

円
。
年
間
売
上
高
は
２
億
円
程

度
で
推
移
し
て
い
る
。
保
有
車

両
は
大
型
の
平
ボ
デ
ィ
ー
車
・

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
車
・
ウ
ィ
ン

グ
車
な
ど
17
台
で
、
一
般
貨
物

状
況
下
で
、
そ
の
点
が
荷
主

か
ら
改
め
て
評
価
さ
れ
て
い

る
」た

だ
、
業
務
持
続
に
は
感

染
予
防
が
必
須
。
同
社
で
は

検
温
、
マ
ス

ク
着
用
、
消

毒
、
換
気
、

時
差
出
勤
、

時
短
勤
務
と
い
っ
た
感
染
症

対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
現
場

で
働
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
も
理

解
を
求
め
、
意
識
を
高
め
て

い
る
。

（
辻
本
亮
平
）

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
物

量
が
低
下
し
た
貨
物
も
あ
る

が
、
需
要
が
伸
び
て
い
る
も

の
も
あ
る
。
「
例
え
ば
、
加

工
品
は
一
定
の
巣
ご
も
り
需

要
が
あ
る
。
当
社
で
は
加
工

品
の
細
か
な
物
流
業
務
を
得

意
と
し
て
お
り
、
小
売
り
が

陳
列
し
や
す
い
荷
積
み
な
ど

の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
。
こ
の

場
の
物
流
事
業
者
と
し
て
、

配
送
を
切
ら
し
て
は
い
け
な

い
責
任
を
感
じ
て
い
る
」
と

話
す
の
は
、
永
井
の
永
井
洋

司
社
長
（
48
）
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
広
が

る
中
、
こ
れ
ま
で
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
な
が
ら
物
流
業

務
を
持
続
。
ま
た
、
感
染
予

防
対
策
に
も
力
を
入
れ
る
。

「
食
品
の
荷
物
は
毎
日
来

る
。
例
え
ば
ス
ー
パ
ー
向
け

の
配
送
で
は
、
一
つ
の
貨
物

の
欠
品
も
許
さ
れ
な
い
。
市

配
送
切
ら
さ
ぬ
責
任

ト
ー
タ
ル
運
輸
（
二
村
哲
史
社
長
、
札
幌
市
北
区
）
は
４
月
20
日
、
間
瀬
運

送
（
愛
知
県
常
滑
市
）
の
全
株
式
を
取
得
し
て
同
社
を
グ
ル
ー
プ
化
し
た
。
ま

た
、
６
月
を
メ
ド
に
間
瀬
運
送
の
本
社
事
務
所
に
ト
ー
タ
ル
運
輸
の
愛
知
営
業

所
を
開
設
す
る
同
社
は
本
社
を
含
め
て
全
国
９
カ
所
に
営
業
拠
点
を
持
つ
が


中
京
地
区
は
初
め
て
。
中
継
拠
点
を
増
や
す
こ
と
で
労
働
時
間
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）
の
精
度
を
高
め
る
と
と
も
に
、
培
っ
て
き
た
高
品
質
の

輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
武
器
に
中
京
地
区
の
需
要
を
掘
り
起
こ
す
。
（
江
藤
和
博
）

間
瀬
運
送
の
本
社
事
務
所
に

ト
ー
タ
ル
運
輸
の
愛
知
営
業

所
を
開
設

「
ｅ
―
ｃ
ｈ

ａ
ｎ
ｇ
ｅ
」

を
動
画
で
説

明

言葉より理解しやすく

遠
州
ト
ラ
ッ
ク

豊
洲
市
場
の
取
扱
量
３
割
減

永
井

飲
食
店｢

営
業
自
粛｣

影
響

永
井
社
長

永
井
社
長

中
継
輸
送
拡
充

愛
知
に
初
拠
点

トータル運輸

中
京
地
区
の
需
要
開
拓

消費支出
３ 月

外
食･

家
具･

衣
類
が
ダ
ウ
ン

家
庭
む
け
食
料
消
費
伸
び

アップル

オ
ン
ラ
イ
ン
見
積
り
開
始

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ビ
デ
オ
で
便
利
に

山
九
営
業
益

％
ア
ッ
プ

輸
送
効
率
化
＆
単
価
改
善

サカイ

業
績
予
想
発
表
を
見
送
り

今
期

コ
ロ
ナ
で
算
定
困
難

名
鉄
運
輸
は
売
上
高

％
増

運
賃
交
渉
進
め
単
価
上
昇

ア
ル
プ
ス
物
流
経
常
益
19
％
減

前
期

米
中
貿
易
摩
擦
が
響
く

タ
ク
シ
ー
で
有
償
貨
物
運
送

両
備
グ
ル
ー
プ

飲
食
店
や
ホ
テ
ル
か
ら
受
注

（
面
担

菊
地
将
矢
）

第 3種郵便物認可３ 2020年(令和2年) 5 月15日(金曜日)総　合　３


